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ー
学
生
時
代
の
市
と
の
関
わ
り
ー

　
高
校
生
の
時
に
、「
羽
ば
た
け

つ
ば
く
ろ
応
援
事
業
」、
大
学
生

の
頃
に
「
つ
ば
め
若
者
会
議
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

　「
羽
ば
た
け
つ
ば
く
ろ
応
援
事

業
」
で
は
、
高
校
の
同
級
生
と

「
Wウ

ィ

ン

ド

ウ

ズ

i
n
d
o
w
s
」
と
い
う
団

体
で
燕
市
の
P
R
冊
子
を
作
成
し

ま
し
た
。「
地
域
の
魅
力
は
知
ら

な
い
し
、
ル
ー
ツ
も
わ
か
ら
な

い
。
地
元
っ
て
な
ん
も
な
い
よ

ね
」
と
い
う
会
話
を
同
級
生
と
し

て
い
て
、
地
元
の
こ
と
を
何
も
知

ら
な
い
ま
ま
県
外
に
行
く
の
が

も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。

ー
参
加
し
て
得
た
も
の
ー
　

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く

う
ち
に
、
高
校
生
活
で
は
関
わ
る

こ
と
が
で
き
な
い
大
人
と
出
会

い
、地
域
に
対
す
る
考
え
方
な
ど

学
校
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な

い
、
多
く
の
経
験
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
経
験
に
よ
り
、
自
分
た

ち
も
地
域
で
何
か
で
き
な
い
か
を

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
具
体
的
に
地

域
で
の
活
動
に
取
り
組
め
な
い
か

と
、
大
学
へ
の
進
学
を
機
に
、「
つ

ば
め
若
者
会
議
」
に
参
加
し
ま
し

た
。活
動
を
通
じ
て
、地
域
の
キ
ー

マ
ン
と
の
出
会
い
や
地
域
の
声
を

聴
く
こ
と
が
で
き
、
同
世
代
よ
り

も
「
ま
ち
」
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、「
生
ま
れ
育
っ

た
ま
ち
」
を
も
っ
と
良
く
し
て
い

き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
将
来
的
に

県
外
に
出
て
も
、
戻
っ
て
き
た

り
、
戻
ら
な
く
て
も
外
か
ら
地
域

の
た
め
に
な
る
こ
と
を
考
え
る
意

識
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

ー
今
後
の
抱
負
ー

　
今
は
市
内
企
業
で
、
燕
三
条
地

域
に
あ
る
企
業
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
サ
ポ
ー
ト
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
行
政
に
関
わ
り
た
い

と
思
い
、
燕
市
総
合
計
画
審
議
会

の
委
員
も
務
め
て
い
ま
す
。

　
少
し
ず
つ
で
す
が
、
大
好
き
な

こ
の
ま
ち
に
今
ま
で
の
経
験
を
還

元
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

箱
はこ

田
だ

 果
か

秀
ほ

 さん（株式会社M
マ グ ネ ッ ト

GNET勤務）

学生時代に羽ばたけつばくろ応援事業やつばめ
若者会議（燕ジョイ活動部）に参加していた箱
田さん。当時の思いや今の自分に活かされたこ
とを伺いました。

地
元
を
も
っ
と
良
く
し
て
い
き
た
い

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

就園・就学のサポー
トのほか、長善館の
教えにならい、子ど
もたちの個性を伸ば
す教育をします

若者が市内で活躍
できる場づくり、
また、県外に進学・
就職した若者を地
元から応援します

就 園
就 学

進 学
就 職

life stage
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life stage
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保護者が仕事などで子どもの世話ができない場合に、病
児保育室でお預かりします（病気や回復期に保育園など
の集団保育ができない場合）。

登降園の登録が二次元コードでスムーズに行うことがで
きます。また、園児の遅刻・欠席についてアプリから連
絡ができます。

若者の自由な発想と行動力あふれる企画を募集。主体的
な活動を支えるための活動費を補助し、夢の実現を後押
しします。

進学・就職を機に新潟県外で生活する若者に向けて、燕市と
の関わりを持って活躍してもらえるよう、イベントや情報提
供を通して応援する取り組みを行っています。

私塾・長善館の教えにならい、個性を伸ばし、新たな可
能性を広げることができるよう、小・中学生向けに９つ
の教室などを開催しています。「燕市を楽しくしたい」という思いを持った若者たちが、

まちのために必要なこと、大切なことを創造しながら活
動していくまちづくりの場です。

病児・病後児保育

登園アプリ

羽ばたけ
つばくろ応援事業

つばめいと

つばめ
長善プロジェクト

つばめ若者会議

長善プロジェクトの各種事業の詳細はこちら▶︎

▲ 高校生の頃、燕市のPR冊子制作
をしている箱田さん（写真左）

 LINEの詳細・登録はこちら▶︎

子 育 て を し っ か り サ ポ ー ト

燕市 健康・医療・子育て
LINE
が 始 ま り ま し た 。

◎こども未来課 総務企画係☎ 0256・77・8225  
◎子育て応援課 こども福祉係☎ 0256・77・8186
◎健康づくり課 健康推進係☎ 0256・77・8182 

■問合せ

リ
ッ
チ
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
予
約
や

子
育
て
情
報
を
簡
単
に
確
認

　燕市公式 LINE に加え、「健康・医療・子育て」情報を集約
した LINE アカウントによる情報発信を開始しました。
　オンライン子育て相談やハッピーベビークラブなどの予約
ができます。そのほかにも、妊娠・出産・子育てに関する必
要な情報を、登録いただいた人のニーズに合わせてタイム
リーにお知らせします。
　また、新型コロナワクチン秋開始接種や、健康診査・がん
検診の予約もできます。

ワケ

04

ワケ

04

interview

県央地域で先駆けて
病児保育室を開設！

公立こども園・保育園
全てに導入

燕市独自の教育プログ
ラムを実施！

子どもたちの「やりた
い！」をカタチに

特集 :子育てするなら燕市で

令和４年度
ふるさとづくり大賞
「総務大臣表彰」を受賞

県外にいても、「ふるさ
と燕」と繋がり続ける

①長善館学習塾　　　　　　 ② Ja
ジャック

ck &
アンド

 B
ベ テ ィ

etty 教室 
③ Jack & Betty 体験教室　　 ④英語スピーチコンテスト
⑤つばくろロボキッズ教室　 ⑥中学生理数トップセミナー 
⑦燕キャプテンミーティング ⑧燕ジュニア検定
⑨広報つばめ子ども記者

●９つの取り組み

長善館学習塾（サバイバルキャンプ）Jack & Betty（海外派遣）

広報つばめ子ども記者（取材）


